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※

都
合
に
よ
り
変
更
・
追
加
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
徒
会
活
動
の
更
な
る
活
性
化
を

二
十
一
年
度
後
期

生
徒
会
役
員
改
選

生徒会役員平成２１年度後期

会 長 諏訪原 健［２年 （鹿屋東中出身）］

副 会 長 坂本 直哉［２年］(第一鹿屋中出身)

書 記 中尾 望［２年 （細山田中出身）］

会 計 脇門 雅功［２年 （細山田中出身）］

〃 松山伸太朗［２年 （根占中出身）］

文化委員長 久保田美紀［１年 （吾平中出身）］

副委員長 和田 拓也［２年 （大崎中出身）］

厚生委員長 廣山 航洋［１年 （鹿屋東中出身）］

副委員長 前原 誠矢［２年 （鹿屋中出身）］

保健委員長 平山さおり［２年 （波野中出身）］

副委員長 藤元 恵美［２年 （鹿屋東中出身）］

体育委員長 相羽 将智［１年 （根占中出身）］

副委員長 池之上拓也［１年 （錦江中出身）］

風紀委員長 松崎 俊一［２年］(第一佐多中出身)

副委員長 岩元 杏里［１年 （錦江中出身）］

交通委員長 福丸 広大［１年］(大崎第一中出身)

副委員長 中野 義之［１年 （東串良中出身）］

図書委員長 吉留 健［１年 （鹿屋中出身）］

副委員長 馬場 大輔［１年 （細山田中出身）］

「 」 。今年も恒例の 祈合格 の花文字ができました
１・２年生・職員・保護者の祈りが，受験前の

３年生たちへの大きな支えになっています。

十
二
月
二
十
二
日
（
火
）
に
後
期
生
徒
会
役

員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
立
会

演
説
会
の
後
、
投
票
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
生

徒
会
長
立
候
補
者
四
人
及
び
風
紀
委
員
長
立
候

補
者
三
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
意
の
溢
れ
る
意
見

、

、

表
明
を
展
開
し

有
権
者
で
あ
る
生
徒
た
ち
も

訴
え
に
集
中
し
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
三
年
生
は
、
受
験
前
の
追
い
込
み
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
鹿
屋
高
校
生
徒

会
の
在
り
方
を
託
す
気
持
ち
で
投
票
し
て
い
ま

し
た
。
新
役
員
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
投
票
の
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

、

、

な
お

生
徒
会
役
員
退
任
式
及
び
任
命
式
は

一
月
八
日
（
金
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
日

野
外
実
習
の
開
催

本
校
の
伝
統
あ
る
行
事
の
野
外
実
習
が
、
十

一
月
二
十
日
（
金
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

行
事
は
、
一
年
生
が
郷
土
の
歴
史
・
地
理
・
自

然
な
ど
に
関
し
て
事
前
学
習
を
し
、
観
察
・
実

習
を
通
し
て
、
郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
こ
の
地
域
に
関
す
る
こ
と
を

総
合
的
に
体
験
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
理
解

し
た
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
て
、
自
分
た
ち
の
郷

土
に
誇
り
を
も
っ
た
よ
う
で
し
た
。

今
年
度
の
目
的
地
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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史
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こ
の
野
外
実
習
の
実
施
に
際
し
て
、
国
見
小

学
校
を
は
じ
め
各
施
設
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
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w
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で
き
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す
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学校活性化に向けた改善のために実施した「保護者アンケ

ート」の結果をお知らせします。

保護者アンケート集計結果

実施時期 １０月下旬

（２５％程度抽出調査）調査対象 １・２年生保護者

評価基準 ４→よく当てはまる

３→やや当てはまる

２→あまり当てはまらない

１→全く当てはまらない

評 価 点 ４点満点（平均点２５０）.
評 価 項 目 評価点･順位 前年比

. 0.10学校の教育方針の理解 ３３２ ⑥ －

. 0.04授業や学習指導の熱心度 ３４８ ② －

. 0.05授業や課外の時間確保 ３５８ ① －

. 0.01学力向上への積極的な取組 ３３５ ④ ＋

. 0.08進路実現への適切な指導 ３２４ ⑧ ＋

. 0.09基本的生活習慣指導の確立 ３１３ ⑨ ＋

. 0.07交通安全・マナー指導の徹底 ３０２ ⑫ ＋

. 0.02教育相談や面談の親身な対応 ３３５ ④ ＋

. 0.20ボランティア活動への奨励 ２８０ ⑬ ＋

. 0.16保健･健康･生命尊重の指導 ３０７ ⑩ ＋

. 0.20行き届いた校内美化の推進 ３２７ ⑦ ＋

. 0.24学校からの積極的情報発信 ３０６ ⑪ ＋

. 0.03本校入学における満足度 ３４７ ③ －

※ アンケートへの御協力ありがとうございました。

フ
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ン
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シ
ッ
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・ウ
ィ
ー
ク
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秀
標
語

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
ウ
ィ
ー
ク
の
標
語
募
集

で
の
優
秀
標
語
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
・
ウ
ィ
ー
ク
の
取
組
は
年
二
回
実
施

さ
れ
、
よ
り
よ
き
学
級
集
団
を
作
り
、
思
い
や

り
の
気
持
ち
を
も
つ
と
と
も
に
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じ
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ど

を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
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目
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す
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の
で

す
。
本
年
度
第
二
回
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「
ク
ラ
ス
の
『
和
と

、

連
帯

」
を
テ
ー
マ
に
、
九
月
下
旬
か
ら
十
月

』

上
旬
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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［
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］
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友
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］（
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大
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第
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出
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「
教
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笑
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あ
う
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宝
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久
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出
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］

「
後
ろ
に
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君
を
支
え
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見
え
な
い
手
」

橋
口
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典
［
二
年

（
鹿
屋
中
出
身
）

］

本年度の教職員による教育活動に関する自己評価結果（主

なもの）をお知らせします。

教育活動に関する自己評価集計結果
実施期日 １２月２１日（月）

評価基準 ４→十分に達成 ３→おおむね達成

２→やや不十分 １→不十分

評 価 点 ４点満点（平均点２ ５０）.
評 価 項 目 評価点 前年比

. 0.07教育目標に沿った活動 ３ ０５ －

. 0.12保健・安全指導の徹底 ３ ００ －

. 0.09教材の精選・工夫・改善 ３ ３８ ＋

. 0宿題・課題等の点検・評価 ３ ３５

. 0.03正確な授業開始の励行 ３ ２３ －

. 0.12私語や居眠り等への指導徹底 ３ ４７ ＋

. 0.05生徒の理解に応じた授業進度 ３ １５ －

. 0.04あいさつ・頭髪等への指導 ３ ０５ －

. 0.13十分な教育相談の実施 ２ ９８ ＋

. 0.09奉仕活動・地域貢献への奨励 ２ ４４ －

. 0.08心豊かな視点での教育指導 ３ １５ －

. 0.02進路関係情報の収集・提供 ３ ０２ －

. 0.18学習記録等の点検・評価 ２ ７１ －

. 0.06人生設計へのキャリア教育 ２ ９６ －

. 0.27授業・部活動での安全指導 ３ ２６ －

. 0.03適切な交通安全指導 ３ ２２ －

. 0.06語り込みを通しての指導 ３ ０８ －

. 0.21教育活動や魅力の情報発信 ２ ７０ －

インフルエンザ予防対策の徹底

予防には，全員一致した対策が不
可欠です。学校・家庭・地域で必ず
実行しましょう。

・ 入念な手洗い（石けん使用）
・ うがい（複数回）
・ マスク着用
・ せきエチケット
・ 教室等の換気
・ 体調管理，体力維持
・ 規則正しい生活リズム

「盗難防止１０か条」を守ろう！

１ 多額の金銭や貴重品を学校に持ってこない。
２ 金銭や貴重品は，肌身離さず管理する。鞄の中に入れ

っぱなしにしない。
３ 学級費等の納入金は，即納入するか，担任・副担任に

預ける。
４ 移動教室のときは，貴重品袋を活用する。
５ スリッパ，傘，教科書等の所持品には必ず記名する。

。６ たとえ短時間であっても他人の物を無断で借用しない
７ 誰もいない教室に無断で入らない。
８ 自転車・単車は所定の場所に置き，必ず施錠する。
９ 不特定多数の人が出入りする場所に，鞄などを置き去

りにしない。
身の回りは常に整理整頓し，盗難されにくい環境づく10

りに努める。

十
二
月
十
一
日

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
結
果

［
一
・
二
年
生
の
み
実
施
］
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別
成
績
（
優
勝
の
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ボ
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ボ
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ボ
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○
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績
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